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　地球温暖化を食い止め、すべての生物にとって大切な環境を守
りながら、一方で世界を支える素形材産業も停めるわけにもいかな
い。これを続けていくには素形材製造の省エネルギーと省資源は
避けては通れない。今回の特集では、鍛造についてこれらの課題
に真摯に取り組んでいる企業の方々に、それぞれの立場から解説
をお願いした。冷間鍛造の材料は熱間鍛造ほどのエネルギー消費
はないが、高価で貴重な資源の金型を十分に長く使い、後加工の
切削仕上げをなくすことで、材料もエネルギーも節約できる。 
鍛造品では熱処理も重要な工程である。この熱処理でも添加元素
とひずみ次第で上手い条件を使えば、無駄な材料加熱を省くこと
ができる。大型の素形材における材料の排出は取り分け無駄が大
きい。これを防ぐには、最近進歩してきた数値シミュレーションが
役立つ。熱間の半密閉型鍛造では、ばりを工夫して減らせるかが
材料効率向上の鍵である。熱間鍛造の歩留まり向上は、スクラップ
として捨てる材料そのものとそれを加熱して捨てる熱エネルギー
の 2点から省エネルギーと省資源の伸び代が期待できる。今回 
間に合わなかった記事もあるが、簡単に解決できない課題であり、 
今後も技術動向には注視していく必要がある。
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